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22. 頚部疾患に於ける統計的観察

南園義 

中山外科に於ける，昭和21年より昭和33年迄の
頚部疾患について統計的観察を行った。
頭部疾患で入院せる者 345名，内手術患者数は 
306名である。年度別lζ見ると年平均 26名であり，
年令別には 20才台が多L、。頚部疾患では甲状腺疾
患が 173例であり，約 50%を占め， 悪性腫蕩は 63
例である。先天性疾患は 27例にすぎない。
甲状腺疾患ではパセドー氏病 40例であり， 男女
比は 1対 5となる。甲状腺腫は甲状腺疾患の中で多
数を占め 68%であり部位別に見ると右側に多い。
教室に於ては甲状腺疾患及び悪性腫蕩について殆ん
ど根治手術を施行している。悪性腫療は，甲状腺癌
及び上顎癌次いで鯨弓癌が多い。悪性腫療は約 70% 
K根治手術を施行している。
最後に，遠隔をとり得た 35例中，判明せる 16例
の遠隔成績中，甲状腺癌iと3年以上生存 1例，上顎
癌lζ5年以上の生存例があり，可成り長期の生存例
が見られる。 
23. 中山外科教室に於ける頚盤割出術の統計

小林健次 

昭和21年より昭和 33年迄 13年聞に中山外科教
室に於いて施行された頚盛期j出術は 1226例で， 42 
種の疾患に施行され，内， 82.3%は気管支瑞息で、あ
る。本手術は両側，左側叉は右側のみの施行例L、ず
れの場合もその治療成績に大差なく，退院時の全治
例は 37.2%，軽快 59.2%であり，死亡例は唯 1例の 
みであった。気管支瑞患では躍病期が 5年乃至 15
年のものが多かったが，手術効果はその期聞に左右
されない。誘因では過食後に起る場合が可成あり，
治療成績が胃下垂花関係あることからみて興味深
い。叉，アレルギー性の時息にも，有効であった。
尚，遠隔成績では， 全治 16%，軽快 42%と退院時
のそれに比し減少しているが，頭初比無撰択に行な
われたためlζよるものと考えられる。それ故遠隔成
績より明らかにされた様K，肺野の所見や胃下垂度
等より，患者の撰択を行なうことにより，治療成績 
は更に一層向上するものと期待出来る。 
24. 中山外科教室に於ける胸部疾患の統計的観
察(食道)
秋元駿一 
中山外科教室K於ける 1946年より 1958年K至る
13年間の食道疾患につき統計的観察を行なったの
で報告する。
当教室外来を訪れた食道疾患々者は 3333例でそ
の中約 80%を占める 2676例は食道噴門癌患者であ
った。良性疾患の中では噴門痘壁症，癒痕性食道狭
窄，食道憩室，横隔膜へjレニヤ，噴門ポリポークス
等が手術的治療の対象となりこれら症例 201例の中 
126例に手術を施行し良好な成績を得ている。食道
癌についてはその切除数は 1041例 (39.0%)に根治
手術を施行した。直接死亡率は 6.2%で Sweetの 
17.4%，桂の 14.1%に比し低率である。叉上中部食
道癌と下部食道噴門癌とでは前者は 10.3%で術式
別では胸壁前食道胃吻合が9.3%で最も良い成績を
示してる。叉後者は 3.8%にすぎない。次に遠隔成
績では 44例の 5年以上生存例を有しており生存率
は 11.5%である。現在根治手術施行後 5年以上生存
例は世界でも 149例にすぎず当教室の 44例は総数
の約 1んを占めていることになる。 
25. 教室に於ける乳腺疾患の統計的観察
岩塚迫雄
昭和 21年より昭和32年迄，中山外科教室l乙於て
取扱った乳腺疾患入院患者 320例につき臨床的統計
的観察を行った。即ち，乳癌 186例，乳腺症 55例，
良性腫蕩 39例，乳腺炎 25例，女性乳房 9例，乳腺
結核3例，その他 3例で，乳癌は 40代，乳腺症は 30 
~40 才， 良性腫蕩は 20代をピークとして夫々特有
の年令分布曲線を描いている。特iと乳癌について観
察すると乳癌患者の小数経産婦(2児以下)の占め
る割合は 52.9%であり， 叉流産の有無を 36例にて
調査すると 33%が流産経験者であった。叉乳癌患
者中 1名の男子乳癌あり，両側乳癌2例あり，これ
らは諸家の統計と略々同じ頻度であった。発生部位
は左側に 7.5%多く，乳房内では外上 48.2%で最も
多かった。叉病巣進展度，病悩期聞をみるに著しく
癌啓蒙運動の成果を示してをり 13年間の前半 7年
聞の Steinthel1度 32例後半6年間 64例で E度
前半24例後半 5例である。 5年生存率は St. 1 
82.7%，JI 60%，II11.8%であった。
26. 中山外科に於ける食道事L腺を除く胸部疾患
の統計的観察
飯島嘉之
昭和21年より昭和 34年末までの 12年聞に中山
外科に入院した食道乳腺を除く胸部疾患患者は 375 
